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十
月
二
十
五
日
㈬
、
宮
崎

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
五
十
九
回
宮
崎
市
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
、

約
六
〇
〇
人
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
は
河
㟢
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
国
歌

斉
唱
、
物
故
会
員
へ
の
黙
と

う
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表

し
て
松
浦
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
清

山
市
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉

（
永
山
副
市
長
が
代
読
）
を

い
た
だ
き
、
市
長
・
会
長
表

彰
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

表
彰
が
終
わ
り
、
前
本
宮

崎
市
議
会
議
長
か
ら
の
ご
祝

辞
（
伊
知
地
宮
崎
市
議
会
文

教
民
生
委
員
会
副
委
員
長
が

代
読
）
な
ら
び
に
来
賓
紹
介

に
続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
広
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
・
小
牧
台
福
寿
会
の

宮
部
氏
が
謝
辞
を
述
べ
、
さ

ら
に
、
佐
山
宮
崎
県
共
同
募

金
会
宮
崎
市
共
同
募
金
委
員

会
会
長
に
対
し
松
浦
会
長
か

ら
募
金
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
加
入
ク
ラ

ブ
六
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
あ

り
、
松
本
副
会
長
が
大
会
宣

言
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ
満

場
一
致
の
拍
手
で
採
択
、
最

後
は
長
田
宮
崎
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
音

頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
、
日
髙

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
を

も
っ
て
式
典
は
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

　

休
憩
後
の
演
芸
の
部
で

は
、
十
一
組
の
グ
ル
ー
プ
が

出
演
し
、
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス

な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
（
写
真
は
六

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

永山副市長 松浦会長

宮部　康宏 氏（小牧台福寿会）

下小松にこにこいこ会（檀上　　浩 会長）

宮崎市長表彰

第59回 宮崎市さんさんクラブ大会を盛大に開催！
メインテーマ「のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを」



（ 2 ）第 91 号令和 5年（2023年）11 月 30 日発行 さんさんクラブ宮崎市だより

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
個
人

太
田
　
久
子
（
清
水
地
区
寿
会
）

赤
木
　
敏
弘
（
和
知
川
原
･
大
橋
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
）

渡
邊
　
壽
夫
（
下
北
方
南
豊
寿
会
）

佐
藤
　
能
史
（
太
田
北
永
寿
会
）

山
田
　
安
則
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

湯
淺
　
武
弘
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

黒
木
　
清
秀
（
薫
る
坂
ア
ゼ
リ
ア
会
）

山
本
嘉
代
子
（
大
塚
台
西
2
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
く
ろ
が
ね
会
）

相
徳
　
勝
則
（
大
塚
台
西
2
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
く
ろ
が
ね
会
）

村
上
紀
久
子
（
た
か
ら
会
）

綾
部
　
桂
典
（
平
松
あ
や
め
会
）

宮
部
　
康
宏
（
小
牧
台
福
寿
会
）

金
氣
　
良
弘
（
小
牧
台
福
寿
会
）

甲
斐
　
　
貴
（
小
牧
台
福
寿
会
）

白
川
由
　
子
（
上
学
ノ
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

森
　
　
好
枝
（
中
原
み
ど
り
ク
ラ
ブ
）

川
﨑
多
見
子
（
加
納
ヶ
丘
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
）

黒
木
フ
サ
ヲ
（
庵
屋
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

田
原
　
義
之
（
正
手
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

近
藤
　
芳
文
（
西
新
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

小
川
シ
ヲ
リ
（
西
新
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

山
下
惠
美
子
（
西
新
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

長
友
　
英
夫
（
上
大
久
保
老
人
ク
ラ
ブ
）

桑
本
エ
イ
子
（
上
大
久
保
老
人
ク
ラ
ブ
）

小
城
志
津
代
（
新
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

下
北
方
南
豊
寿
会
　
　
　
　
　（
会
長
　
川
崎
紘
太
郎
）

下
小
松
に
こ
に
こ
い
こ
会
　
　（
会
長
　
檀
上
　
　
浩
）

■
個
人
の
部

児
玉
　
宗
治
（
和
知
川
原
･
大
橋
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
）

山
田
　
幹
枝
（
和
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
）

金
子
　
勝
子
（
和
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
）

日
高
　
郁
子
（
鶴
島
親
和
会
）

松
永
　
タ
ツ
（
自
由
ヶ
丘
さ
く
ら
会
）

岡
田
　
茂
美
（
平
原
寿
会
）

大
杉
　
伸
征
（
雁
ヶ
音
白
寿
会
）

上
山
　
清
治
（
西
中
百
才
会
）

戸
高
　
和
美
（
西
中
百
才
会
）

荒
木
　
正
敏
（
太
田
北
永
寿
会
）

吉
池
　
高
子
（
太
田
北
永
寿
会
）

前
田
　
康
生
（
源
藤
C
G
I
ク
ラ
ブ
）

濵
砂
　
盛
男
（
源
藤
C
G
I
ク
ラ
ブ
）

砂
田
　
重
明
（
大
塚
保
寿
会
）

山
下
　
紘
一
（
大
塚
保
寿
会
）

長
嶺
　
安
広
（
大
塚
保
寿
会
）

松
尾
　
千
秋
（
大
塚
保
寿
会
）

千
鳥
　
順
子
（
大
塚
南
こ
と
ぶ
き
会
）

有
馬
　
裕
之
（
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会
）

甲
斐
千
恵
子
（
大
塚
台
東
1
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
）

佐
藤
　
郁
夫
（
大
塚
台
東
1
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
）

紺
谷
　
博
子
（
大
塚
台
東
2
丁
目
き
ら
り
会
）

坂
口
　
正
紀
（
大
塚
台
西
1
丁
目
む
つ
わ
会
）

蒲
生
美
枝
子
（
大
塚
台
西
2
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
く
ろ
が
ね
会
）

小
牧
　
昭
子
（
大
塚
台
西
2
丁
目
高
齢
者
ク
ラ
ブ
く
ろ
が
ね
会
）

河
野
　
堅
二
（
大
塚
台
西
3
丁
目
地
区
ひ
い
ら
ぎ
会
）

黒
木
　
洋
子
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
生
目
台
東
う
ぐ
い
す
会
）

後
藤
　
康
夫
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
生
目
台
東
う
ぐ
い
す
会
）

小
川
　
順
平
（
恒
久
悠
々
ク
ラ
ブ
）

長
友
　
武
久
（
曽
山
寺
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

上
原
眞
喜
子
（
市
営
住
宅
こ
の
は
な
ク
ラ
ブ
）

萩
原
　
健
太
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
境
下
）

宮
崎
市
市
長
表
彰

第
59
回 

宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会 

表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

安藤　盛徳 氏（ひまわり中西） さんさんクラブ緑ヶ丘（日髙　栄子 会長） 西桜さんさんクラブ永寿会（内八重　泰徳 会長）

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

会
長
表
彰

さんさんクラブ宮崎市会長表彰
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今
井
　
信
興
（
宮
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
）

久
米
田
高
行
（
上
小
松
寿
会
）

坂
本
キ
ヨ
子
（
上
小
松
寿
会
）

谷
口
　
五
男
（
柏
原
長
寿
会
）

水
野
シ
ノ
ブ
（
柏
原
長
寿
会
）

稲
田
　
　
勤
（
出
来
島
町
永
寿
会
）

杉
山
　
恵
子
（
出
来
島
町
永
寿
会
）

仁
田
脇
康
二
（
出
来
島
町
永
寿
会
）

竹
下
　
昌
巳
（
出
来
島
町
永
寿
会
）

大
賀
　
宮
子
（
潮
寿
会
）

守
永
　
泰
雄
（
潮
寿
会
）

安
藤
　
盛
徳
（
ひ
ま
わ
り
中
西
）

高
木
美
智
子
（
二
ツ
立
花
ク
ラ
ブ
）

樋
渡
　
又
介
（
宮
本
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

越
智
　
節
子
（
梅
野
寿
会
）

太
田
　
悦
子
（
梅
野
寿
会
）

久
保
田
邦
子
（
梅
野
寿
会
）

図
師
ツ
ル
子
（
梅
野
寿
会
）

河
﨑
フ
サ
エ
（
北
松
小
路
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

谷
口
　
成
子
（
北
松
小
路
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

安
藤
　
静
江
（
久
谷
オ
モ
ト
会
）

篠
原
　
宏
年
（
小
牧
台
福
寿
会
）

渡
辺
　
祥
子
（
あ
お
ば
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

日
髙
　
　
学
（
中
原
み
ど
り
ク
ラ
ブ
）

大
山
　
高
徳
（
す
ず
ら
ん
老
人
ク
ラ
ブ
）

林
　
　
正
俊
（
輪
囲
和
囲
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

■
団
体
の
部

新
別
府
町
老
人
会
　
　
　
　
　（
会
長
　
金
丸
　
文
幸
）

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
緑
ヶ
丘
　
　（
会
長
　
日
髙
　
栄
子
）

潮
寿
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
守
永
　
泰
雄
）

■
加
入
推
進
賞

青
葉
長
生
会
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
有
馬
　
充
能
）

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会

（
会
長
　
杉
尾
　
泰
弘
）

さ
ん
さ
ん
生
目
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長
　
金
井
　
吉
光
）

西
桜
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
永
寿
会（

会
長
　
内
八
重
泰
徳
）

宮
水
流
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
　
　（
会
長
　
鬼
塚
　
良
昭
）

加
納
ヶ
丘
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ（
会
長
　
岡
元
　
桂
子
）

■
新
規
ク
ラ
ブ

引
土
楽
し
も
会
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
加
地
　
儀
郞
）

木
ノ
花
桜
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
　（
会
長
　
赤
崎
　
長
之
）

法
光
坊
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　（
会
長
　
瀬
戸
口
　
泰
興
）

瓜
生
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　
　
　
　
　（
会
長
　
藤
田
　
秀
則
）

空
港
南
長
寿
会
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
日
髙
　
　
厚
）

秀
春
彦
会
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
釘
元
　
厚
子
）

大  会  宣  言
　私達、さんさんクラブ宮崎市は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動を
掲げ、一人ひとりが生きがいを持って安心して暮らし、地域を豊かにする
ための多彩な活動を展開してまいりました。
　しかしながら、近年の趣味や価値観の多様化、世代交代、雇用環境の変
化などから、老人クラブへの新規加入者は減少し、老人クラブを取り巻く
環境は厳しいものになっております。
　このため、活動の活性化と会員の増強に積極的に取り組んできましたが、
会員の減少と高齢化に歯止めはかかっておりません。さらに、人との交流
を阻害する新型コロナウイルス感染症は、感染症法上の位置付けが変更さ
れましたが、いまだに老人クラブ活動への逆風となっております。
　このような状況の中で、本日ここに、さんさんクラブ宮崎市の会員及び
関係者が一堂に集い、第 59 回宮崎市さんさんクラブ大会が開催されるにあ
たり、会員一人ひとりが団結を深め、地域の担い手としての自覚を持って、
次の活動を実践することを宣言します。

一、�組織的な活動による健康と生きがいづくりへの取り組み
一、高齢者同士が支え合う友愛活動の展開
一、若手リーダーの育成と組織の強化
一、�新会員の加入促進及び未組織地区におけるクラブの結成促進
一、�社会奉仕活動の推進による豊かで安心な地域づくりへの貢献
一、世代間交流の推進と次世代人材の育成支援
一、交通安全意識の高揚と事故防止の一層の徹底

　　令和 5年 10 月 25 日
第５9回宮崎市さんさんクラブ大会

大会宣言

募金目録贈呈

受賞者謝辞

会場全員で万歳三唱
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「
第
五
十
九
回　

宮
崎
市
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
開
催
に
あ

た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
、
市
政
各
般
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
地
域
の
見
守
り
活
動

を
は
じ
め
、
様
々
な
奉
仕
活
動
に

積
極
的
に
、
ま
た
献
身
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
、

年
々
上
昇
し
、
今
年
十
月
一
日
現

在
で
、
二
九
・
〇
％
と
な
っ
て
お

り
、
医
療
や
介
護
に
係
る
給
付
費

の
増
大
や
介
護
の
担
い
手
不
足
な

ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
、

高
齢
者
の
皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
変
わ
ら
ず
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
さ
ら

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
の
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
健
康
で

明
る
い
長
寿
社
会
を
目
指
す
も
の

と
し
て
、
本
市
の
高
齢
者
福
祉
施

策
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
る
現
代
に
お
い
て
、
地
域
社
会

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
活
動
も
、
今
年
の
五

月
以
降
、
少
し
ず
つ
従
来
の
活
動

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
昨
年
度
ま
で

は
中
止
や
縮
小
さ
れ
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
通
常
ど
お
り
に
実
施

で
き
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
づ
く
り
や

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
、

こ
ど
も
達
の
登
下
校
時
に
お
け
る

見
守
り
活
動
、
ま
た
、
地
域
の
美

化
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
宮
崎
市
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
体

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ

活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら

れ
た
皆
様
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
表
彰
は
、
優
れ
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様

や
、
ク
ラ
ブ
の
功
績
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
更
な
る
地
域
活
動
の
充

実
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す

皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
方

が
元
気
に
、
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
た
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
の
ご
成
功

と
、
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
の

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
そ
し

て
本
日
ご
参
加
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
松
浦
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
五
十
九
回
「
宮
崎
市
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
開
催
に
当
た

り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
、公
務
ご
多
忙
の
中「
副

市
長
の
永
山
英
也
様
」、「
市
議
会

議
長
代
理　

文
教
民
生
委
員
会
副

委
員
長
の
伊
知
地
孝
美
様
」
を
は

じ
め
、多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
と
、

会
員
約
六
〇
〇
名
の
皆
様
方
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
三
年
余
り
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
会
員
の
皆
様
も
外
出
の

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、 

つ
ら
い
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
間
、
行
事
の
中
止
や
規
模

を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
ず
、
本
当
に

厳
し
い
（
悔
し
い
）
日
々
が
続
き

ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
私
が

一
番
懸
念
し
て
お
り
ま
し
た
の

が
、
会
員
の
皆
様
の
「
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）」の
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
仲
間
と
の
触

れ
合
い
の
場
が
極
端
に
少
な
く
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
致

し
、
昨
年
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ

た
時
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、

こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

「
感
染
対
策
」
に
十
分
留
意
し
な

が
ら
、「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
本

来
の
活
動
す
る
場
を
会
員
の
皆
様

に
ご
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
、
基

本
方
針
と
し
て
推
し
進
め
て
参
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
三

大
運
動
に
掲
げ
る
我
々
「
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
」
に
と
り
ま
し
て
、
こ

の
三
年
間
は
ま
さ
し
く
「
失
わ
れ

た
三
年
」
で
あ
る
と
言 

っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

私
ど
も
は
常
に
真
正
面
か
ら
前
を

向
い
て
対
処
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
を
「
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
活
動
全
面
再
開
初
年

度
」
と
位
置
づ
け
、
健
康
・
生
き

が
い
づ
く
り
、
友
愛
活
動
、
そ
し

て
地
域
の
担
い
手
と
し
て
社
会
参

加
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
共
に
、

次
世
代
に
活
動
の
バ
ト
ン
を
つ
な 

い
で
い
く
た
め
、
会
員
の
新
規
加

入
促
進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
通

じ
、
お
互
い
に 

「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」
の
存
在
を
さ
ら
に
高
め
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
後
、
表
彰
式
を
執
り
行
い

ま
す
が
、
受
賞
者
の
皆
様
に
は
心

か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
は
昨
年
に
続
き
、 

第
二
部
で
「
芸
能
発
表
会
」
を

設
け
ま
し
て
、 

十
一
グ
ル
ー
プ
の

方
々
に
ご
出
場
い
た
だ
き
ま
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
来
年
二
月
に
は
四
年
ぶ

り
に
、
皆
様
が
心
待
ち
に
さ
れ
て

お
ら
れ
る
「
芸
能
文
化
発
表
会
員

の
集
い
」
を
大
々
的
に
開
催
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出

場
を
予
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様

に
は
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
ま
れ
、

最
高
の
晴
れ
舞
台
と
な
り
ま
す
よ

う
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
九
月
下
旬
に
「
令

和
五
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
展
開
さ
れ
、
私
も
県
庁
で

の
開
始
式
に
「
交
通
安
全
対
策
本

部
構
成
団
体
」
の
一
員
と
し
て
参

加
致
し
ま
し
た
。
特
に
、
そ
の
折

最
近
「
全
国
的
に
高
齢
者
の
運
転

に
よ
る
死
亡
事
故
、
横
断
歩
道
で

な
い
場
所
で
の
横
断
に
よ
る
事
故

が
増
加
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
も

あ
り
、
他
人
事
で
は
済
ま
せ
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
か
、

県
警
と
宮
崎
市
の
地
域
安
全
課
か

ら
、私
ど
も
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

に
対
し
、
地
区
ク
ラ
ブ
な
ら
び
に

単
位
ク
ラ
ブ
で
の
交
通
安
全
講
話

や
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
、
高
齢
者

「
交
通
安
全
見
え
る
化
事
業
」
の

案
内
や
要
請
が
ま
い
っ
て
お
り
ま

す
。

　

日
暮
れ
が
早
く
な
る
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
特
に
注
意
が
必
要
で
あ

り
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
自
身
の
身

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
特

に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

結
び
に
、「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
本
日
ご

出
席
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

　
会
長
　
松
浦
　
博
徳

主
催
者
あ
い
さ
つ（
会
長
あ
い
さ
つ
）

　
宮
崎
市
長
　
清
山
　
知
憲

励
ま
し
の
言
葉（
市
長
あ
い
さ
つ
）

第59回　宮崎市さんさんクラブ大会　ごあいさつ
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（弁）えいらく法律事務所からのお知らせ

宮崎県弁護士会所属
弁護士法人えいらく法律事務所　弁護士　真早流踏雄

宮崎市永楽町182−6　電話 0985−23−1355

えいらく法律事務所

動物愛護と安全・安心のはざまで
　最近、我が家のトイプードル（犬）とロシアンブルー（猫）が相次
いで亡くなりました。飼い主の高齢化とともに動物たちも高齢化し、
腎臓が悪くなったり、癌になったりして、死んでいきました。妻は、
１年が過ぎた今でも哀しそうです。
　ところで、動物たちは私達に惜しみなく愛情を与えてくれますが、
一方で、思わぬ事件を引き起こすことがあります。
　犬猫の譲渡推進事業についてご存知でしょうか。国が定める動物愛
護管理推進事業に基づいて、環境大臣において基本指針を定め、都道
府県はその指針に即して動物の愛護及び管理に関する施策を推進する
ための計画を定めなければならないとされています。
　かかる指針に基づいて各県に保護施設がもうけられ、動物の保護や
譲渡などがなされています。
　Ａさんは、同事業に基づいて設置された動物の保護施設でボラン
ティアをしていました。何時ものようにＡさんがボランティアをして
いたところ、保護されていた柴犬が檻から逸走し、その柴犬が、突然、
Ａさんに咬みつき、指を食いちぎるという事件が起きてしまいました。
　この保護施設は、県が民間団体に委託して管理運営しており、Ａさ
んの入院先に県の職員や受託団体の責任者が見えられました。
　しかし、県の職員は、県には責任が無いと言われ、受託団体の責任
者は責任が無いとまでは言わないまでも賠償するだけの資力がないと
言われました。
　結局、誰もＡさんの被害に責任をとろうとしないことが分かりまし
た。Ａさんは、仕方なく、県と受託団体の責任者を相手取って損害賠
償請求の裁判を起こし、動物の保護管理をしている以上、動物が起こ
した咬傷事故について責任があると主張しました。
　これに対して、特に県は徹底的に責任を争いましたが、地方裁判所、
高等裁判所、最高裁判所、いずれもＡさんの主張を認め、県と受託団
体の責任者に対して、Ａさんが蒙った損害を賠償するよう命じました。
　Ａさんの主張は裁判で認められましたが、国や県、民間団体などが
動物の愛護を言うのであれば、その動物によって、万一、被害が発生
した場合の手当てについても予め十分に対策を立てておかねばならな
いでしょう。

　毎年 6月に実施しています「健康リーダー研修会」を、今年も
市内 4カ所の会場で、NPO法人健康づくり研究会代表の日吉先
生を講師としてお迎えし、フレイルや認知症発症予防に効果的な
運動についての講話と実技を実施していただきました。
　新型コロナ感染症の行動制限の緩和が発表された後の開催で
はありましたが、皆さまの感染対策へのご協力のおかげで研修会
を無事に行うことができました。ご協力に感謝申し上げます。

　暖かいリビングから寒い脱衣所へ移動し、熱
い湯船に入ることで血圧の急変動が起こり（ヒ
ートショック）、転倒や失神、最悪の場合死亡
につながる事故が増えています。
　入浴時は、脱衣所や浴室を暖かくする、かけ湯をするなどして急
激な温度変化を避けヒートショックを予防しましょう。

対象地域 生目・高岡
開催日 6月6日㈫

参加者数 33人

対象地域 清武・田野
開催日 6月13日㈫

参加者数 48人

対象地域 旧宮崎市
開催日 6月20日㈫

参加者数 92人

対象地域 広瀬・那珂・
佐土原

開催日 6月29日㈭
参加者数 43人

◆佐土原総合文化センター

◆宮崎市民プラザ

◆田野文化会館

◆生目地区交流センター

健康リーダー研修会
令和 5年度
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広域　コーラス　さんさんクラブレインボーコーラスみやざき

木花　踊り　このはなさくやひめ

大宮　踊り　大宮ソーラン会

広瀬　踊り　広瀬老連女性部

生目　踊り　生目音頭保存会

広域　コーラス　さんさんクラブくすの木グリークラブ

東大宮　タップダンス　さんさんクラブ東大宮楽楽ダンス

大塚　踊り　大塚地区連合女性部

田野　踊り　元気会

中央西　フラダンス　祇園ハイビスカスサロン 女性部　踊り　さんさんクラブ宮崎市女性部＆若手委員会

　今年の演芸の部は 11グループが出演し、コーラスや
踊り、フラダンスなどでステージを彩りました。観客席
では、歌を一緒に口ずさむ方、立ち上がってダンスを踊
る方もいらっしゃり、大会は盛況裏に幕を閉じました。

演芸の部
第59回 宮崎市さんさんクラブ大会
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私 た ち の ク ラ ブ 活 動 紹 介
　

檍
老
連
の
中
核
を
長
い
間
担
い
続

け
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
過
去
に

市
老
連
会
長
を
長
く
務
め
た
故
清
山

義
美
氏
の
活
動
の
原
点
は
、
当
新
別

府
老
人
会
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

最
近
の
活
動
は
、
自
治
会
と
の
連

携
強
化
が
目
立
ち
ま
す
。

■
健
康
活
動

　

 

定
期
的
な
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
老
連

主
催
の
歩
こ
う
会
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
も
多
く
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。

■�

友
愛
活
動

　

 

見
守
り
活
動
と
と
も
に
、
月
二
回

公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
サ
ロ
ン

に
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

先
日
の
七
夕
祭
り
に
は
私
も
参
加

し
ま
し
た
。

■
奉
仕
活
動

　

 

定
期
的
な
共
同
墓
地
清
掃
や
花
植

え
活
動
に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り

ま
す
。

※ 

積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
令
和
四

年
度
新
規
会
員
三
名
獲
得
。

　

今
後
も
檍
老
連
の
中
心
ク
ラ
ブ
と

し
て
の
活
動
を
期

待
し
ま
す
。

檍　地　区

檍地区老人クラブ連合会
会長　井野　三男

新別府町老人会
活動紹介

　

熟
親
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
親
子

会
の
子
ど
も
た
ち
で
七
夕
飾
り
づ
く

り
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
素
敵

な
七
夕
の
飾
り
が
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
ダ
イ
ア
パ
レ
ス

の
集
会
所
で
、
宮
崎
県
警
北
警
察
署

交
通
課
の
脇
屋
敷
さ
ん
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
高
齢

者
の
交
通
事
故

予
防
と
電
話
に

よ
る
特
殊
詐
欺

予
防
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
し

た
。 大　宮　地　区

ダイアパレス熟親会
副会長・女性部長　松本　順子

親子会との交流会

　

六
月
に
自
治
会
と
合
同
で
日
帰
り

温
泉
旅
行
を
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
道
の

駅
と
青
島
亜
熱
帯

植
物
園
に
行
き
、

昼
食
を
青
島
水

光
苑
で
。
三
十
名

の
参
加
で
カ
ラ
オ

ケ
、
ゲ
ー
ム
、
踊

り
と
に
ぎ
や
か
な

時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
酔
っ
た
こ

ろ
に
自
己
紹
介
を

し
て
笑
い
あ
り
で

楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

七
月
に
は
近
く

の
歩
道
沿
い
に

自
治
会
長
の

発
案
で
花
壇

を
作
る
こ
と

に
な
り
、
草
の

根
を
掘
り
起
こ
し

て
、
五
〇
〇
鉢
の
花
を
植
え
て
、
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
通
る
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
環
境
美
化

と
会
員
の
健
康
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

中　央　東　地　区

権現白才会
若手委員　原田　紀男

権現白才会
活動紹介

各投稿のタイトルはいかがいたしますか？
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　10月 18 日㈬に、県内各地のさんさんクラブの会員が競技を通して交流を深
める「さんさんクラブ宮崎スポーツ大会（主催：公益財団法人宮崎県老人クラブ
連合会、会長：松浦　博徳）」が、ひなた宮崎県総合運動公園で開催されました。
　新型コロナの影響で大会の中止や規模縮小が続いていましたが、今年は 4年
ぶりに通常開催となり、県内 24市町村から 673 名の会員が競技に参加されま
した。宮崎市からも、グラウンド・ゴルフに 119 名、ゲートボールに 6名、四
半的弓道に 3名の会員の皆さまがエントリーし、爽やかな秋空の下、心地よい
汗を流しておられました。
　A・B・C・Dの 4パートに分かれて行われたグラウンド・ゴルフの部では、Bパー
トで木花地区の河野利昭さんが 2位、北地区の田原孝さんが 3位、Dパートで
木花地区の坂口誠さんが 2位の好成績を収められました。
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前
立
腺
が
ん
は
罹
患
率
の
高
い
が
ん
で
、
今
後
も
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
が
ん
は
、
比
較
的
簡
単
な
検
査

で
発
見
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
血
液
検
査
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
が
ん

に
な
る
と
血
液
中
に
増
加
す
る
前
立
腺
特
有
の
物
質
）
を

測
定
す
る
検
査
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
は
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
以
前
は
骨
の
痛
み
な
ど
で
初
め
て
気
が
付
く
場
合

も
多
く
、
診
断
が
つ
い
た
時
に
は
既
に
進
行
が
ん
や
転
移

が
ん
と
な
っ
て
い
る
人
が
七
～
八
割
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し

た
。
最
近
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
進
歩
で
こ
う
い
っ
た
進
行
し

た
が
ん
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
際
は
、
す
ぐ
に
泌
尿

器
科
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
施
設
で
は

種
々
の
検
査
を
施
行
し
、（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
定
期
的

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
し
て
経
過
を
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

患
者
様
に
比
較
的
悪
性
度
の
高
い
癌
が
あ
る
と
予
測
さ
れ

た
際
に
生
検
（
組
織
検
査
）
を
し
ま
す
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
際
の
治
療
法
に
は
監
視
療
法
、
外

科
療
法
、
放
射
線
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
化
学
療
法
が

あ
り
ま
す
が
、
治
療
法
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
が
ん
の
進

展
度
、
発
見
時
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
、
が
ん
組
織
の
悪
性
度
、
年

齢
と
期
待
余
命
（
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
く
ら
い
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
か
の
見
通
し
）、
さ
ら
に
は
ご
自
身
の
病
気

に
対
す
る
考
え
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
早
期
発
見
さ
れ
れ
ば
根
治
可
能
な
が

ん
で
す
の
で
、
ま
ず
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
6
年
2
月
23
日
（
金
・
祝
日
）
に
宮
崎
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
て
、
前
立
腺
が

ん
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
（
入
場
は
無
料
で

す
。
詳
細
は
令
和
6
年
1

月
以
降
に
当
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
嶋
内
長
寿
会
（
会
長
　
日
髙
　
敏
雄
）

■
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

　
松
浦
　
博
徳
（
上
跡
江
愛
郷
ク
ラ
ブ
）

　
西
田
　
英
介
（
上
学
ノ
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

　
上
野
　
和
彦
（
リ
ベ
ラ
ル
一
ツ
葉
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
永
年
勤
続
功
労
者

　
山
﨑
　
　
薫
（
恒
久
悠
々
ク
ラ
ブ
）

　
長
友
　
　
敏
（
中
村
長
寿
会
）

　
軸
丸
　
律
子
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
花
山
手
さ
わ
や
か
会
）

　
伊
藤
　
　
昭
（
大
坪
南
な
か
よ
し
会
）

　
井
手
　
睦
子
（
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
生
目
台
東
う
ぐ
い
す
会
）

　
本
堂
　
　
賢
（
永
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

■
会
員
加
入
促
進
功
労
賞

⑴
会
員
拡
大
功
労
ク
ラ
ブ

　
さ
ん
さ
ん
生
目
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長
　
金
井
　
吉
光
）

⑵
新
規
発
足
ク
ラ
ブ

　
引
土
楽
し
も
会

（
会
長
　
加
地
　
儀
郎
）

　
木
ノ
花
桜
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

（
会
長
　
赤
崎
　
長
之
）

　
瓜
生
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

（
会
長
　
藤
田
　
秀
則
）

　
法
光
坊
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

（
会
長
　
瀬
戸
口
泰
興
）

（
敬
称
略
）

各
表
彰
受
賞
者
一
覧

宮
崎
県
知
事
表
彰

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

「第 48 回　宮崎県さんさんクラブ大会」が 9 月 26 日㈫に
宮崎市民文化ホールにて開催され、地域において健康増進活
動・社会参加活動・教養活動等の模範となる活動を積極的に
展開している老人クラブおよび老人クラブ会員に対する表彰
が、河野宮崎県知事と松浦宮崎県老人クラブ連合会会長より
行われました。
　宮崎県知事表彰優良老人クラブ会員の授賞式では、田野地
区上学ノ木さんさんクラブの西田さんが受賞者を代表して登
壇され表彰を受けられました。
　そのほかにも、宮崎市老人クラブ連合会から左記の皆さま
が表彰されましたので、ご紹介させていただきます。誠にお
めでとうございました。

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

―
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
―

医
療
法
人
福
生
会　

ふ
く
だ
泌
尿
器
科

院
長　

福
田
聡
一
郎

健
康
コ
ラ
ム

◆ Information
ふくだ泌尿器科
宮崎市吉村町井手ノ中甲816
TEL：0985-32-1233

院長　福田聡一郎

「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」
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さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
橋
3
丁

目
の
藤
崎
八
郎
さ
ん
は
今
年
の

十
二
月
で
九
十
八
歳
を
迎
え
ら

れ
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
四
月

発
行
の
中
央
西
地
区
福
祉
協
力

員
だ
よ
り
に
載
っ
た
も
の
を
も

と
に
、
現
在
の
様
子
を
記
し
ま

す
。

　

中
央
西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
と
し
て
活
躍
。
そ
の
時

期
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
各

種
資
料
作
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
が
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
よ
う

で
す
。こ
れ
ま
で
に
保
護
司（
三

十
五
年
）、民
生
委
員（
二
十
年
）

の
ほ
か
青
少
年
指
導
委
員
、
体

育
会
会
長
、
自
治
会
長
な
ど
務

め
ら
れ
土
・
日
も
な
く
忙
し
く
、

当
時
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
時
間

も
な
く
、
家
で
は
苦
情
を
言
わ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
長

年
務
め
た
保
護
司
で
は
、
身
の

上
相
談
、
就
職
相
談
で
身
に
危

険
が
迫
っ
た
こ
と
も
何
度
か
経

験
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら

の
功
績
に
よ
り
、
平
成
十
三
年

春
の
褒
章
で
勲
五
等
瑞
宝
章
を

賜
れ
ま
し
た
。

　

ご
出
身
は
マ
ラ
ソ
ン
で
有
名

な
金
栗
選
手
と
同
じ
熊
本
県
玉

名
郡
、
広
島
の
工
業
高
校
で
学

ん
で
い
た
が
、
学
徒
動
員
で
三

菱
重
工
業
に
就
き
、
昭
和
十
九

年
に
な
る
と
志
願
で
陸
軍
飛
行

兵
と
な
り
、
水
戸
航
空
隊
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
で
の
原

爆
投
下
が
昭
和
二
十
年
、
危
機

一
髪
で
難
を
逃
れ
た
そ
う
で

す
。

　

現
在
の
住
ま
い
は
昭
和
二
十

七
年
か
ら
だ
そ
う
で
、
そ
の
頃

は
平
和
台
に
来
て
い
る
観
光
バ

ス
ま
で
見
え
、
松
林
を
切
り
開

い
て
競
馬
場
も
あ
っ
た
が
、
今

は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
建

ち
、
当
時
の
面
影
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
の

台
風
で
は
大
淀
川
の
堤
防
で
手

が
届
く
所
ま
で
水
が
来
た
そ
う

で
す
。
避
難
命
令
が
出
て
、
製

材
所
の
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
、
当

時
の
宮
大
工
学
部
（
現
在
の
県

文
化
公
園
辺
り
）
ま
で
避
難
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
堤
防

の
か
さ
上
げ
が
あ
り
、
桜
が
植

え
ら
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
下
北
方
町
出

来
床
と
い
わ
れ
、
浸
水
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

自
分
の
体
は
七
十
歳
ご
ろ
か

ら
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
週
六
回

三
十
～
四
十
分
の
水
中
歩
行
を

続
け
て
い
た
。
今
は
週
一
回
の

リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
他
、
所
有
す

る
ア
パ
ー
ト
の
庭
や
駐
車
場
の

清
掃
を
日
課
と
し
て
い
る
こ
と

が
、元
気
の
も
と
の
よ
う
で
す
。

　

今
年
四
年
ぶ
り
の
大
橋
三
丁

目
自
治
会
敬
老
会
が
自
治
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
藤
崎
さ
ん
十

八
番
の
“
同
期
の
桜
”
を
カ
ラ

オ
ケ
で
歌
わ
れ
、
ご
夫
婦
と
も

ど
も
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
宅
か
ら
会
場
ま
で
は
約
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
が
、

徒
歩
で
参
加
さ
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、

お
元
気
で
私
た
ち
の
お
手
本
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
下
火
に
な
っ
た
令

和
五
年
七
月
下
旬
、〔
趣
味
の

会
の
懇
親
会
〕
の
帰
り
、
乗
り

合
い
バ
ス
で
の
出
来
事
。
青
島

発
宮
崎
駅
行
、
最
後
尾
の
六
人

座
席
の
三
人
の
中
に
割
り
込
ま

せ
て
も
ら
い
、
い
つ
も
の
よ
う

に
折
り
紙
を
始
め
た
。
右
側
の

カ
ッ
プ
ル
は
私
の
手
元
が
気
に

な
る
ら
し
く
、
小
声
で
何
か
を

話
し
な
が
ら
、
チ
ラ
チ
ラ
と
視

線
を
投
げ
て
く
る
。「
何
を
作

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」「
折

り
鶴
で
は
な
さ
そ
う
ね
」
と
で

も
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

　

気
が
付
い
た
ら
右
も
左
も
金

髪
の
外
人
さ
ん
。
で
は
、
チ
ョ

ッ
ト
意
地
悪
を
。
全
部
の
指
を

使
い
、
見
え
な
い
よ
う
に
し
て

仕
上
げ
た
。
そ
し
て
女
性
に
手

の
ひ
ら
を
上
に
向
け
る
よ
う
に

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
（
な
ん
と
！
通

じ
た
よ
）。
手
の
ひ
ら
に
完
成

品
を
乗
せ
ら
れ
た
彼
女
、
食
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
私
に
言

っ
た
。「
○
☆
○
…
フ
ロ
ッ
グ
。

ビ
ッ
ク
リ
、
サ
ン
キ
ュ
ウ
○
○

☆
…
○
○
」（
ビ
ッ
ク
リ
と
言

っ
た
気
が
し
た
） 

。
早
口
で
も

ゆ
っ
く
り
で
も
私
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
横
か
ら
彼
氏
が
ス
マ

ホ
を
差
し
出
し
た
。
漢
字
混
じ

り
の
日
本
語
だ
。「
ビ
ッ
ク
リ

で
す
。こ
れ
は
カ
エ
ル
で
す
ね
。

初
め
て
見
ま
し
た
。
趣
味
で
す

か
。
も
し
か
し
た
ら
頂
け
る
ん

で
す
か
？
」「
よ
か
っ
た
ら
ど

う
ぞ
。
折
り
鶴
と
か
は
見
た
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
、私
。

便
利
な
ス
マ
ホ
が
あ
る
も
ん

だ
。翻
訳
機
能
が
付
い
て
い
る
。

　

続
い
て
「
な
に
か
喋
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
き
た
。「
日
本
語

で
カ
エ
ル
。
こ
の
折
り
方
が
で

き
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
の
孫
た
ち
は
、
机

の
上
に
置
い
て
、
カ
エ
ル
の
尻

を
つ
つ
い
て
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
て

遊
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
な

た
た
ち
が
、
あ
な
た
た
ち
の
故

郷
に
無
事
に
帰
る
よ
う
に
、
お

ま
じ
な
い
と
祈
り
で
す
」（
カ

エ
ル
と
帰
る
。
ダ
ジ
ャ
レ
が
翻

訳
で
き
る
か
知
ら
ん
？
） 

。
時

間
を
気
に
し
な
が
ら
、
折
り
鶴

を
折
っ
て
見
せ
、
手
渡
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
早
い
、
も
う
降

り
る
バ
ス
停
が
近
い
。「
良
い

旅
を
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
、私
。

「
グ
ッ
・
ラ
ッ
ク　

バ
イ
バ
イ
。

セ
ン
キ
ュ
ウ
、ベ
リ
ー
マ
ッ
チ
」

（
本
物
は
発
音
が
違
う
わ
、
そ

れ
に
し
て
も
す
ご
い
世
の
中
に

な
っ
た
も
ん
だ
。
私
の
国
語
辞

典
に
も
な
い
無
茶
苦
茶
で
、
必

要
の
な
い
究
極
造
語
に
、
ス
マ

ホ
が
対
応
し
た
）。

　

ス
マ
ホ
経
由
の
、
そ
こ
そ
こ

三
十
分
く
ら
い
の
出
会
い
だ
っ

た
。
お
国
も
名
前
も
聞
か
な
か

っ
た
な
、
そ
れ
に
折
り
鶴
よ
り

怪
獣
（
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
）

の
方
が
よ
か
っ
た
か
な
。ま
っ
、

い
い
か
。

す
ご
い
世
の
中
に
な
っ
た
も
ん
だ

向
町
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

会
長　

余
更
庵
（
野
㟢
　
茂
宏
）

田野地区

会
員
の
ひ
ろ
ば

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

元
気
な
藤
崎
八
郎
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
橋
３
丁
目

会
長
　
竹
村
　
義
政

中央西地区

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ さんさんクラブ宮崎市 会員募集 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆
　さんさんクラブ宮崎市では、地域の仲間づくりを目
的に、健康づくりや介護予防のための活動、趣味活動
をはじめ、高齢者が相互に支えあう友愛活動、子ども
たちの見守りや美化活動など地域を豊かにする社会貢
献活動にも取り組んでいます。

　さんさんクラブ宮崎市で大切にしていることは、正しい知識、自分
に合った健康活動の実践、そして仲間です。
　これまでの活動の成果を生かし、会員から隣人へ、さらに地域へと
健康づくり・介護予防の輪を広げていきたいと考えています。
◆健康ウォーキング　◆いきいきクラブ体操
◆ニュースポーツなど

　同世代による支えあい、次の世代との豊かな関係を育む取り組み。
人と人との関わりを通じて、笑顔のある町、安全・安心な地域づくり
を目指しています。
◆友愛活動　◆子ども見守り活動　◆世代間交流、伝承活動
◆�環境美化、リサイクル、生産活動
◆文化、レクリエーション活動　◆サロン活動など

健康 友愛 奉仕

仲間づくり・地域支えあい活動健康づくり・介護予防活動
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私
は
健
康
の
た
め
に
毎
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

も
う
三
十
年
前
く
ら
い
か
ら
続

け
て
い
る
。
一
日
一
万
歩
を
目

標
に
歩
い
て
い
る
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
今
も
何
一
つ
病
気
も
な

く
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
私
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
は
、
月
に
一度
の
荒

平
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。

荒
平
山
は
清
武
町
丸
目
地
区
に

あ
る
標
高
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

山
で
、
丸
目
岳
と
二
座
が
並
ん

で
あ
る
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
言

っ
て
も
、
観
光
バ
ス
が
登
れ
る

よ
う
な
大
き
な
舗
装
道
路
を
頂

上
ま
で
歩
い
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
林
道
「
丸
目
～
松
原
」
線

で
あ
る
。
相
当
き
つ
い
坂
道
が

頂
上
ま
で
続
く
に
従
っ
て
、
下

る
と
き
は
膝
・
腰
に
十
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

登
山
口
か
ら
少
し
登
っ
た
あ

た
り
に
は
道
端
に「
み
か
ん
山
」

が
あ
り
、
春
に
は
ウ
グ
イ
ス
の

鳴
き
声
と
、
ミ
カ
ン
の
花
の
香

り
が
何
と
も
言
え
な
い
。
さ
ら

に
少
し
登
る
と
道
端
に
ア
メ
リ

カ
芙
蓉
の
ピ
ン
ク
の
花
が
何
本

も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
。

　

秋
に
な
る
と
道
端
の
高
い
木

に
「
あ
け
び
」
を
見
つ
け
る
こ

と
が
あ
る
。
悲
し
い
か
な
、
も

う
高
い
所
に
は
上
が
れ
な
い
。

木
の
枝
に
「
ぶ
ら
さ
が
る
」
こ

と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
低
い
所
に
「
あ
け

び
」
を
見
つ
け
頂
い
て
帰
る
。

子
ど
も
の
頃
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
る
。

　

約
二
時
間
く
ら
い
で
頂
上
の

駐
車
場
に
着
く
。
駐
車
場
か
ら

宮
崎
市
内
が
小
さ
く
か
す
ん
で

見
え
る
。
シ
ー
ガ
イ
ア
の
建
物

だ
け
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
も

う
十
年
余
り
毎
月
登
り
続
け
て

い
る
が
、
体
力
の
衰
え
は
如
何

と
も
し
が
た
い
。
次
第
に
登
る

時
間
が
長
く
な
る
が
、
自
分
で

歩
け
る
う
ち
は
続
け
よ
う
と
思

う
。
そ
れ
が
、
自
分
の
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

兄
が
二
人
い
て
長
女
の
私
は

大
事
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
だ

し
、
す
ご
く
手
を
掛
け
ら
れ
て

育
っ
た
よ
う
だ
。
四
月
生
ま
れ

で
成
長
は
抜
群
だ
っ
た
と
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
は
い
は
い
と
這

い
出
し
た
頃
、
作
り
た
て
の

熱
々
の
み
そ
汁
の
鍋
に
手
を
差

し
伸
べ
て
大
や
け
ど
。
泣
き
叫

ぶ
赤
子
を
抱
い
て
、
父
母
は
五

本
指
を
冷
や
し
冷
や
し
て
病
院

へ
。
昼
夜
も
「
く
っ
つ
か
な
い

よ
う
に
と
看
病
し
て
い
た
よ
」

と
後
に
聞
い
た
。
野
口
英
世
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

　

精
い
っ
ぱ
い
の
看
護
の
成
果

が
あ
っ
て
か
、
小
指
だ
け
が
薬

指
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
な
左

手
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
飫
肥
板
敷
ら
ん
ぐ
い
の
に

鎮
座
の
霧
島
神
社
に
治
る
よ

う
に
、
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に

と
願
掛
け
に
行
っ
た

と
よ
」
と
聞
か
さ
れ

て
い
た
し
、「
願
解

き
に
は
行
っ
て
な
い

よ
」
と
も
聞
い
て
い

た
。

　

小
学
校
時
代
は
戦

後
の
慌
た
だ
し
さ

で
、
い
じ
め
に
も
遭

わ
ず
に
過
ぎ
、
結
婚

し
て
子
ど
も
も
で
き
て
、
主
人

の
尺
八
に
合
わ
せ
て
お
琴
も
弾

け
る
よ
う
に
練
習
に
励
ん
だ
。

　

琴
の
音
を
半
音
～
一
音
を
上

げ
る
と
き
、
左
手
を
ぐ
ー
っ
と

伸
ば
し
て
琴
を
押
さ
え
て
音
を

上
げ
る
の
だ
が
、
そ
の
時
に
左

手
を
前
面
に
出
し
て
諸
に
曲
が

っ
た
小
指
が
さ
ら
け
出
さ
れ
て

恥
ず
か
し
い
思
い
が
常
に
あ
っ

た
。

　

町
の
集
団
検
診
の

時
、
医
大
の
先
生
は

「
簡
単
に
元
の
綺
麗

な
小
指
に
な
る
よ
」

と
。
診
察
さ
れ
て
ほ

っ
と
し
た
の
だ
が
、

思
い
出
は
そ
の
ま
ま

に
小
指
も
こ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

◆
大
宮
地
区
　
神
宮
北
す
こ
や
か
会

緒
方
　
二
郎

八
十
路
（
後
半
）
を
歩
み
な
が
ら
の

「
今
日
の
一
首
」

行
く
年
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
て
行
く

　

茅
の
輪
を
潜
り
身
を
清
め
行
く

勇
気
要
る
高
千
穂
峡
よ
り
飛
込
み
し

　

フ
ォ
ー
ム
を
競
う
ア
ス
リ
ー
ト
か
な

立
秋
が
過
ぎ
て
も
熱
い
昼
下
が
り

　

敬
老
バ
ス
カ
更
新
し
に
行
く

獅
子
舞
が
先
導
し
な
が
ら
愉
し
げ
に

　

祭
り
を
盛
り
上
げ
過
ぎ
し
行
く
秋

老
い
の
身
に
あ
ち
こ
ち
痛
み
の
出
る
度
に

　

歳
は
取
り
た
く
な
い
が
口
癖

す
こ
や
か
に
唄
え
踊
ら
ん
秋
祭
り

　

地
域
み
ん
な
の
年
中
行
事

秋
深
か
し
真
っ
赤
に
熟
れ
た
柿
の
実
は

　

め
じ
ろ
の
ご
馳
走
食
べ
て
飛
び
去
る

永
年
に
わ
た
り
交
わ
し
た
年
賀
状

　

今
年
限
り
の
加
筆
侘
し
き

◆
清
武
地
区
　
岡
老
人
ク
ラ
ブ

森
田
セ
ツ
子

「
短
歌
会
吟
行
」

天
ヶ
城
凛
と
し
て
歴
史
語
り
お
り

　

見
下
ろ
す
家
並
・
川
の
流
れ
も

天
ヶ
城
茶
屋
に
集
え
る
吟
行
会

　

文
月
作
歌
に
頭
ひ
ね
ら
む

夏
日
に
も
め
げ
ぬ
山
城
・
天
ヶ
城
よ

　

上
り
坂
道
に
遇
う
野
球
部
員

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
作
品
が

　

焼
き
窯
有
り
て
柄
良
き
中
皿

◆
生
目
台
地
区
　
た
か
ら
会

濱
田
　
睦
子

食
べ
な
が
ら
モ
チ
好
き
だ
っ
た
亡つ

ま夫
忍
ぶ

　

そ
ち
ら
で
今
日
も
食
べ
て
い
ま
す
か
？

義
歯
と
な
り
ス
ラ
イ
ス
し
て
よ
こ
の
リ
ン
ゴ

　

亡
夫
の
言
葉
が
身
に
染
み
る
日ひ

び日

亡
夫
の
名
が
書
か
れ
た
タ
オ
ル
使
う
再
び

　

在
り
し
日
の
君
浮
か
ん
で
消
ゆ
る

お
ろ
し
金
リ
ン
ゴ
と
ニ
ン
ジ
ン
す
る
を
見
て

　

ミ
キ
サ
ー
無
い
の
と
聞
く
娘
た
ち

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
曲
調
練
習
す

　

今
日
も
ラ
ジ
カ
セ
休
む
こ
と
な
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
一ひ
と
ま
わ周

り
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

　

知
人
は
笑
っ
て
凄
い
ね
と
言
う

韓
国
に
嫁
ぎ
し
二
女
は
五
〇
才

　

今
年
も
巡
る
冬
の
氷
点

恥
ず
か
し
か
っ
た
思
い
出

岡
老
人
ク
ラ
ブ

森
田
セ
ツ
子

清武地区

健
康
維
持
の
た
め
の
荒
平
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

第
３
池
田
台
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

富
永
　
澄
郎

清武地区

◆ 原稿募集 ◆
次号「さんさんクラブ宮崎市だより」第 92号に、会員皆さまからの
ご寄稿をお待ちしております。原稿の書式は自由ですが、800 字以
内に収め、関連写真を添えていただけると幸いです。
　随想はおひとり 2題まで、文芸作品（俳句・短歌等）に制限はあ
りませんが、応募多数の場合は紙面の都合により割愛させていただく
場合がありますのでご承知おきください。

★ご寄稿の際は、地区名・クラブ名、ご住所、お名前、電話番号を、
　文芸作品には種類と掲載を希望する順位を明記してください。

■原稿締切日…令和 6 年 5 月 10 日㈮
■�原稿提出先…さんさんクラブ宮崎市　事務局
　　　　〒 880-0001
　　　　宮崎市橘通西 1丁目 1番 2号　宮崎市民プラザ 3階
　　　　☎ 0985-61-9970
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さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ
り

九
十
一
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
、「
第

五
十
九
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

大
会
」
の
情
報
を
中
心
に
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の

大
会
で
の
ご
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
行
動
制
限

の
緩
和
が
進
む
中
、
よ
う
や
く
社
会

も
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
ま
だ
完
全
に
元
通

り
の
生
活
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
感
染

対
策
を
続
け
な
が
ら
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご

寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
局　

児
玉
）

編

集

後

記

　

下
北
方
南
豊
寿
会
で
は
、
本
年

度
か
ら
健
康
づ
く
り
活
動
の
一
つ

と
し
て
、「
健
幸
体
操
教
室
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
会
員

は
二
十
三
名
、
月
二
回
の
開
催
日

に
は
、
水
筒
と
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
小

脇
に
抱
え
た
会
員
が
自
治
公
民
館

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

教
室
に
は
、
毎
回
有
資
格
の
指

導
員
と
看
護
師
の
方
が
派
遣（
市
）

さ
れ
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
メ
ニ

ュ
ー
を
的
確
に
指
導
さ
れ
ま
す
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を
動

か
す
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
あ
く
巻
を
作
り
ま
し

た
。
わ
が
女
性
部
の
最
高
年
齢
九

十
七
歳
で
お
一
人
暮
ら
し
の
新
藤

さ
ん
も
元
気
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
彼
女
は
お
庭
で
、
大
根
、
ね

ぎ
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
そ
の
他
数
種
類

の
野
菜
も
栽
培
し
、
し
か
も
草
一

本
も
な
い
く
ら
い
に
き
れ
い
に
し

て
生
活
さ
れ
て
い
る
憧
れ
の
女
性

で
す
。

　

今
年
で
三
年
目
の
こ
の
行
事
で

は
、
男
性
会
員
に
も
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
く
て
福
寿
会
全
員
七
十

三
名
に
お
配
り
し
ま
し
た
。「
今

年
も
よ
く
で
き
た
ね
」
と
か
、「
売

り
物
に
し
て
も
い
い
く
ら
い
や

ね
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
笑
い
な
が
ら
お
い
し
い

も
の
を
作
る
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　

転
倒
予
防
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
口
腔
ケ
ア
、

認
知
症
予
防
等
、
そ
の
日
に
よ
っ

て
重
点
的
に
内
容
も
変
化
が
あ
っ

て
、
体
も
頭
も
若
返
り
ま
す
。
当

初
は
九
十
分
の
体
操
は
長
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
水
分
補
給
や
休
息

も
適
度
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
九

十
分
の
運
動
時
間
は
あ
っ
！
と
い

う
間
で
す
。
会
員
か
ら
は
「
体
が

軽
く
な
っ
た
」「
だ
い
ぶ
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
寝

つ
き
も
良
く
な
っ
た
気
が
す
る
」

等
々
、
好
評
で
開
催
日
を
待
ち
望

む
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

開
催
場
所
が
近
い
上
に
、
顔
見

知
り
同
士
が
一
緒
に
な
っ
て
「
健

康
づ
く
り
」
が
で
き
る
の
が
「
継

続
」
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
並
行
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
体
力
の
維
持
・

向
上
と
介
護
予
防
に
大
い
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
体
力
測
定
が
待
っ

て
い
ま
す
。「
敏
し
ょ
う
性
」「
片

足
立
ち
」「
握
力
」「
立
ち
上
が
り

回
数
」
等
々
、
運
動
し
た
成
果
が

み
ら
れ
る
か
ど
う
か
楽
し
み
の
よ

う
で
気
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

大宮地区

広瀬地区

み
ん
な
で
健
幸
体
操

み
ん
な
で
あ
く
巻
き
作
り

下
北
方
南
豊
寿
会

「
い
き
い
き
健
幸
体
操
の
会
」副
会
長　

深
江
　
久
枝

小
牧
台
福
寿
会

女
性
部
長　

宮
部
　
恵
子
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